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1. 緒言：カーボンナノチューブの振動構造解析は、キラリティー、チューブ半径、

チューブ長などのパラメータに対して、理論的取り扱いならびに実験が進展している。

しかしながら、エンドキャップの影響に関しては、理論的取り扱い実験が難しい状況

である。本研究では、エンドキャップの有無が振動構造に与える影響を検討した。 

 

２．実験：カーボンナノチューブは、Ｂｕｃｋｙ ＵＳＡ社のＢＵ－200、201、202、

203 をそのまま用いた。多層カーボンナノチューブ 200(CMWCNT)と 201(OMWCNT)は３－

１０層、２－１０ｎｍ径、長さ３－３０μｍ、単層カーボンナノチューブ 202(CSWCNT)、

203(OSWCNT)は１.４－３ｎｍ径、長さ１０－５０μｍである。また、ボストンカレッ

ジで合成されたキャップ構造を多く持つ｢竹状カーボンナノチューブ｣を試料とし、MIT

の顕微ラマンシステムを用いラマンスペクトルを測定した。 

 

３．結果及び考察：単層カーボンナノチューブでは、エンドキャップの有無に関係な

く RBM、Dおよび Gバンド位置は同じであった。したがって、チューブ半径あるいは不

整構造もほぼ同じと考えられる。それに対し、多層カーボンナノチューブでは、RBM領

域はシグナルレベルが低く正確な議論は難しいが、Dおよび Gバンドの位置が異なる結

果を得た。また、竹状カーボンナノチューブにおいても、前出の単層・多層カーボン

ナノチューブとは異なる D および G バンドが観測された。単層カーボンナノチューブ
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ではチューブ長が長くエンドキャップの影響はほとんど現れないが、多層および竹状

系ではエンドキャップ効果が現れた。 
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Fig. 1. Raman spectra of MWCNTs. 
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Fig. 2. Raman spectra of SWCNTs. 
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